
中国の文化Ⅸ 第14回

まとめ

漢字の誕生から三国志の成立まで



中国の文化Ⅸ 第２回

殷代

漢字の誕生
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文
字
は
人
類
が
こ
と
ば
を
記
録
す
る
た

め
に
発
明
し
た
最
初
の
装
置
で
あ
る
。
文

字
の
誕
生
に
よ
っ
て
人
類
は
時
間
や
空
間

を
越
え
て
、
こ
と
ば
を
伝
え
る
こ
と
を
可

能
に
し
た
。

中
国
で
発
明
さ
れ
、
や
が
て
東
ア
ジ
ア

の
共
通
文
字
と
な
っ
た
漢
字
は
い
つ
ご
ろ

誕
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。



亀甲に刻まれた甲骨文字

甲
骨
文
字
の
発
見

一
八
九
九
年
、
中
国
で
は
歴
史
学
者
た

ち
の
認
識
を
変
え
る
画
期
的
な
事
件
が
起

こ
っ
た
。
亀
甲
や
獣
骨
に
刻
ま
れ
た
謎
の

古
代
文
字
「
甲
骨
文
字
」
の
発
見
で
あ
る
。



資料映像：ＮＨＫスペシャル「故宮」より



亀甲に刻まれた甲骨文字

甲
骨
文
字
の
発
見

甲
骨
文
字
は
、
亀
甲
や
獣
骨
を
使
っ
て

神
意
を
占
っ
た
記
録
が
刻
ま
れ
て
い
た
。

甲
骨
文
字
の
発
見
と
解
読
に
よ
り
、
中

国
文
明
圏
の
文
字
で
あ
る
漢
字
は
、
約
三

三
〇
〇
年
ほ
ど
前
の
殷
代
に
誕
生
し
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ま
た
、
甲
骨
文
字
が
発
見
さ
れ
た
河
南

省
安
陽
県
小
屯
村
か
ら
は
、
殷
王
朝
の
実

在
を
証
明
す
る
遺
跡
「
殷
墟
」
が
発
見
さ

れ
た
。



資料映像：ＮＨＫスペシャル「故宮」より



世界文化遺産に登録された殷墟

殷墟は2006年、世界文化遺産に登録され、いまも広大な遺跡として保存されている



中国の文化Ⅸ 第３回

周
采詩の官と詩経

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/t045/image/01/t045s0032.html
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殷
周
革
命

殷
代
に
は
、
王
が
占
い
に
よ
っ
て
神
意

を
伺
い
政
治
を
行
う
祭
政
一
致
の
神
権
政

治
が
行
わ
れ
て
い
た
。

殷
を
滅
ぼ
し
た
周
は
、
天
は
地
上
の
有

徳
な
る
人
物
に
命
を
下
し
、
天
に
代
わ
っ

て
人
々
を
治
め
さ
せ
る
と
い
う
天
命
論
に

よ
り
、
王
朝
交
代
の
正
当
性
を
理
論
づ
け

る
と
も
に
、
為
政
者
が
自
ら
を
律
す
る
政

治
思
想
と
し
た
。



大盂鼎の銘文（拓本）

采
詩
の
官
と
詩
経

天
命
論
は
殷
代
の
神
権
政
治
に
代
わ
り
、

周
代
の
徳
治
政
治―

―

神
託
を
受
け
た
有

徳
者
が
責
任
を
も
っ
て
人
々
を
治
め
る
こ

と―
―

に
理
論
的
な
根
拠
を
与
え
た
が
、

そ
の
一
方
で
為
政
者
の
徳
が
衰
え
、
民
心

が
離
れ
れ
ば
、
天
命
は
他
の
有
徳
者
に
移

る
も
の
と
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
周
は
各
地
の
風
俗
を
理
解
し
、

政
治
の
得
失
を
知
る
た
め
、
采
詩
の
官
を

設
け
、
民
間
に
伝
わ
る
歌
謡
を
採
集
し
た
。

こ
う
し
て
集
め
ら
れ
た
詩
は
、
後
年
、

孔
子
に
よ
っ
て
教
団
の
テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
、

儒
家
の
経
典
の
一
つ
『
詩
経
』
と
な
っ
た
。



『
詩
経
』
と
『
万
葉
集
』

政
治
の
得
失
を
知
る
た
め
、
民
間
に
伝

わ
る
歌
謡
を
採
集
す
る
と
い
う
采
詩
の
思

想
は
、
日
本
に
も
影
響
を
与
え
た
。

古
代
史
上
、
最
大
の
対
外
戦
争
と
な
っ

た
白
村
江
の
戦
い
に
よ
り
、
中
国
や
朝
鮮

半
島
と
の
緊
張
が
高
ま
る
と
、
朝
廷
は
東

国
か
ら
数
千
人
の
若
者
を
防
人
と
し
て
徴

用
し
、
九
州
一
帯
の
防
衛
に
当
た
ら
せ
た
。

七
五
五
年
（
天
平
勝
宝
七
年
）
二
月
、

兵
部
少
輔(

ひ
ょ
う
ぶ
の
し
ょ
う)

と
し
て
筑
紫

に
派
遣
さ
れ
る
防
人
た
ち
の
監
督
に
当

た
っ
た
大
伴
家
持
は
、
故
郷
に
残
し
て
き

た
家
族
や
恋
人
を
思
う
若
き
兵
士
た
ち
の

歌
に
心
打
た
れ
、
こ
れ
を
『
万
葉
集
』
の

中
に
収
め
た
。



采
詩
の
思
想
と
問
民
苦
使

采
詩
の
思
想
は
、
実
際
の
政
策
に
も
影

響
を
与
え
た
。
大
伴
家
持
が
防
人
た
ち
の

歌
を
記
録
し
て
か
ら
二
年
後
の
天
平
宝
字

元
年(

七
五
七
年)

閏
八
月
、
孝
謙
天
皇
は

大
宰
府
の
防
人
に
板
東
諸
国
の
兵
士
を
派

遣
す
る
の
を
や
め
、
西
海
道
七
国
の
兵
士

を
当
て
る
よ
う
勅
命
を
下
し
た
。

翌
天
平
宝
字
二
年(

七
五
八)

に
は
、
采

風
の
官
に
倣
っ
て
問
民
苦
使
が
各
地
に
派

遣
さ
れ
、
賦
役
の
軽
減
や
貧
病
者
の
救
済

が
行
わ
れ
た
。

『續日本紀』巻二十天平宝字元年



中国の文化Ⅸ 第４回

春秋戦国時代
儒教の誕生



春
秋
戦
国
時
代

周
は
神
権
政
治
の
殷
を
滅
ぼ
し
、
天
命

論
に
基
づ
く
徳
治
主
義
に
よ
っ
て
人
間
中

心
の
秩
序
あ
る
社
会
を
築
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
周
も
建
国
か
ら
二
百
年

あ
ま
り
が
過
ぎ
る
と
、
た
び
重
な
る
失
政

に
よ
っ
て
内
乱
を
招
き
、
紀
元
前
七
七
〇

年
、
都
を
洛
陽
に
遷
し
た
。(
周
の
東
遷)

以
後
、
周
室
は
衰
微
し
、
秦
が
全
土
を

統
一
す
る
ま
で
の
五
五
〇
年
の
間
、
中
国

は
戦
乱
と
下
剋
上
の
時
代
を
迎
え
る
。

こ
の
時
代
を
春
秋
戦
国
時
代
と
い
う
。
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秩
序
あ
る
平
和
な
世
界
を
求
め
て

〔
解
説
〕

五
百
年
あ
ま
り
に
及
ぶ
戦
乱
の
中
、
中

国
に
は
諸
子
百
家
と
呼
ば
れ
る
数
多
く
の

思
想
家
が
登
場
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
人
へ
の
愛
を
説
き
、
普

遍
的
な
人
間
の
生
き
方
を
語
る
こ
と
で
、

秩
序
あ
る
平
和
な
世
界
を
築
こ
う
と
し
た

思
想
家
が
い
た
。
孔
子
で
あ
る
。

孔
子
は
、
周
代
の
秩
序
あ
る
社
会
を
手

本
に
戦
乱
の
世
を
正
そ
う
と
、
五
経
と
呼

ば
れ
る
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
て
多
く
の
弟
子

た
ち
を
教
育
し
た
。



孔
子
の
思
想
と
は

〔
解
説
〕

孔
子
は
法
律
や
刑
罰
で
は
な
く
、
道
徳

や
礼
儀
に
よ
っ
て
秩
序
あ
る
社
会
を
築
く

べ
き
と
訴
え
た
。

「
子
曰
く
、
之
を
道(
み
ち
び)

く
に
政
を
以

て
し
、
之
を
斉(

と
と
の)
う
る
に
刑
を
以
て

す
れ
ば
、
民
は
免
れ
て
恥
無
し
。
之
を
道

(

み
ち
び)

く
に
徳
を
以
て
し
、
之
を
斉(

と
と

の)

う
る
に
礼
を
以
て
す
れ
ば
、
恥
あ
り
且

つ
格(

た
だ)

す
。
」

論
語
為
政
第
二

論語註疏解經二十卷(京都大学附属図書館蔵)



儒
教
と
東
ア
ジ
ア

道
徳
や
礼
儀
に
よ
っ
て
秩
序
あ
る
社
会

を
築
こ
う
す
る
孔
子
の
思
想
は
、
秦
代
に

は
厳
し
く
弾
圧
さ
れ
た
も
の
の
、
漢
代
に

は
国
教
と
な
り
、
以
後
二
千
年
に
わ
た
っ

て
中
華
文
明
の
精
神
的
支
え
と
な
っ
た
。

そ
の
思
想
は
や
が
て
東
ア
ジ
ア
の
国
々

に
も
広
ま
り
、
朝
鮮
半
島
で
は
李
氏
朝
鮮

の
時
代
に
儒
教
が
官
学
と
な
り
、
日
本
で

も
江
戸
時
代
に
武
士
の
正
学
と
な
る
と
、

東
ア
ジ
ア
に
二
五
〇
年
に
及
ぶ
平
和
で
安

定
し
た
国
際
秩
序
が
築
か
れ
た
。

＊
左
の
写
真
は
、
戦
後
の
法
政
大
学
の
発
展
に
貢
献
し
た
大

内
兵
衛
総
長
が
、
旧
五
十
五
年
館
校
舎
の
壁
に
掲
げ
た

『
論
語
』
の
中
の
一
節
。
現
在
は
大
内
山
校
舎
の
一
階
に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

『論語』学而篇(大内兵衛書)



中国の文化Ⅸ 第５回

秦代

亡国の民が伝えた英雄伝説



資料映像：ＮＨＫスペシャル「故宮」より



楚

亡
国
の
民
が
伝
え
た
英
雄
伝
説

戦
国
時
代
の
末
期
、
法
家
思
想
に
基
づ

く
富
国
強
兵
策
に
よ
っ
て
唯
一
の
超
大
国

と
な
っ
た
秦
は
、
秦
王
政(

の
ち
の
始
皇
帝)

の
時
代
、
そ
の
圧
倒
的
な
軍
事
力
に
よ
っ

て
東
方
の
国
々
を
次
々
と
滅
ぼ
し
て
い
く
。

迫
り
く
る
秦
の
脅
威
を
前
に
、
燕
国
は

国
の
命
運
を
荊
軻
と
い
う
一
人
の
刺
客
に

託
す
。

紀
元
前
二
二
七
年
、
荊
軻
の
秦
王
政
暗

殺
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
が
、
秦
に
よ
っ
て

国
を
奪
わ
れ
た
亡
国
の
民
た
ち
は
、
そ
の

英
雄
伝
説
を
語
り
伝
え
て
い
っ
た
。



中国映画「異聞始皇帝謀殺（秦頌）」(1996年制作)より



そ
れ
か
ら
一
三
〇
年
後
、
司
馬
遷
は
こ

れ
ら
の
伝
承
を
も
と
に
荊
軻
の
伝
記
を
書

き
、
そ
の
著
『
史
記
』
の
中
に
加
え
た
。

一
方
、
こ
の
伝
承
は
「
燕
丹
子
」
と
い

う
書
に
も
ま
と
め
ら
れ
、
こ
れ
を
収
録
し

た
『
永
楽
大
典
』
巻
四
九
〇
八
が
、
ド
イ

ツ
の
ベ
ル
リ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館

(M
u
seu

m
 fü

r V
ö
lk

erk
u
n
d
e, B

erlin
)

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
は
、
平
安

時
代
に
日
本
に
も
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
、

八
九
一
年
ご
ろ
藤
原
佐
世
が
撰
し
た
『
日

本
見
在
書
目
録
』
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
。

http://www.wenhuacn.com/article.asp?classid=116&articleid=7318
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秦
の
滅
亡

中
国
史
上
初
め
て
全
土
を
統
一
し
た
秦

で
あ
っ
た
が
、
孔
子
が
か
つ
て
予
言
し
た

と
お
り
、
法
家
思
想
に
よ
る
苛
酷
な
厳
罰

主
義
は
、
や
が
て
民
衆
の
反
乱
を
招
き
、

わ
ず
か
十
五
年
で
滅
亡
し
た
。

秦
の
後
を
受
け
た
漢
王
朝
は
、
儒
家
思

想
を
国
教
化
し
、
四
百
年
に
及
ぶ
秩
序
あ

る
安
定
し
た
社
会
を
築
い
て
い
っ
た
。



中国の文化Ⅸ 第６回

漢代

紙の誕生



パ
ピ
ル
ス

古
代
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

科
の
植
物
の
茎
の
髄
を
使
い
、
パ
ピ
ル
ス

(P
a
p
y
ru
s

、p
a
p
e
r

の
語
源)

と
呼
ば
れ
る

書
写
材
料
が
作
ら
れ
て
い
た
。

カヤツリグサ科の植物の茎とパピルス



カヤツリグサ科の植物の茎とパピルス

羊
皮
紙

中
東
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
動
物
の
皮

か
ら
作
ら
れ
た
羊
皮
紙(P

a
r
c
h
m
e
n
t
)

が

広
く
使
わ
れ
て
い
た
。

羊皮紙に書かれたシナイ写本(4世紀？)



絹
布
・
木
簡
・
竹
簡

古
代
の
中
国
で
は
、
書
写
材
料
に
絹

布
・
木
簡
・
竹
簡
が
使
わ
れ
て
い
た
。



前
漢
時
代
に
誕
生
し
た
紙

中
国
で
は
、
漢
代
に
な
る
と
、
新
た
な

書
写
材
料
と
し
て
紙
が
誕
生
し
た
。

誕
生
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
『
後
漢

書
』
の
記
事
を
も
と
に
「
紙
は
西
暦
一
〇

五
年
、
後
漢
の
蔡
倫
が
発
明
し
た
」
と
い

う
の
が
通
説
で
あ
っ
た
が
、
二
十
世
紀
に

な
っ
て
蔡
倫
以
前
の
紙
が
続
々
と
発
見
さ

れ
、
前
漢
時
代
に
は
す
で
に
誕
生
し
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。





前
漢
時
代
の
紙
の
発
見

〔
解
説
〕

蔡
倫
は
後
漢
時
代
の
人
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
二
十
世
紀
に
入
り
、
中
国
各
地
の
遺

跡
か
ら
前
漢
時
代
の
紙
が
発
見
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
世
界
史
の
教
科
書
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
「
紙
は
西
暦
一
〇
五
年
、
後

漢
の
蔡
倫
が
発
明
し
た
」
と
い
う
説
は
否

定
さ
れ
、
現
在
で
は
蔡
倫
は
紙
の
原
料
や

製
造
法
の
改
革
者
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。



中国の文化Ⅸ 第７回

魏晋南北朝時代(上)

南北分裂の時代の中で
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殷 BC1600頃-BC1046

周 BC1046-BC771

春秋戦国時代 BC770-BC221

秦 BC221-BC207

漢 BC206-AD220

魏 220-265 蜀 221-263 呉 222-280
晋 265-316

五胡十六国時代 東晋 317-420

北朝 439-589 南朝 420-589

隋 581-619

唐 618-907

五代十国 907-960

遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279

元 1271-1368

明 1368-1644

清 1616-1912

中華民国 1912-1949

中華人民共和国 1949-

民
族
間
の
抗
争
と
共
生
の
時
代
へ

魏
晋
南
北
朝
時
代
を
境
と
し
て
、
中
国

は
新
た
な
時
代
を
迎
え
る
。
漢
民
族
と
周

辺
の
異
民
族
が
交
互
に
国
土
を
支
配
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
＊
。

儒
教
を
中
心
に
高
度
な
文
明
社
会
を
築

い
た
漢
族
と
、
そ
れ
に
対
抗
す
べ
く
世
界

か
ら
優
れ
た
文
明
を
携
え
て
中
原
を
狙
う

異
民
族
た
ち
。

民
族
間
の
抗
争
と
共
生
の
中
で
多
様
な

文
化
が
生
ま
れ
、
中
国
は
さ
ら
に
そ
の
文

明
を
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
。

＊
右
年
表
中
、
緑
色(

■
■
■)

の
部
分
が
異
民
族

が
支
配
し
た
王
朝



梁山伯と祝英台

祝英台は上虞の祝氏の娘である。男装して（都会の学校に）遊学し、

そこで会稽の梁山伯といっしょに勉強した。
（唐）張読 宣室志（（清）梁章鉅 浪跡續談巻六所引）



祝英台は先に帰郷し、二年後、山伯は英台の家を訪ね、はじめて彼女

が女の子だと知った。山伯は父母に頼んで英台に結婚を申し入れたが、

英台はすでに馬氏と婚約していた。山伯はのちに鄞県の知事となったが、

病に倒れ、鄮城の西に葬られた。
梁山伯と祝英台（唐）張読 宣室志（（清）梁章鉅 浪跡續談巻六所引）



馬氏に嫁いでいく途中、舟が墓場の近くを通ると、風と波が起こり前

に進むことができなくなった。たずねてみると、そこには山伯の墓があ

るという。英台は舟を降りて泣いた。すると突然、大地が割れ、英台は

その中に埋まってしまった。
梁山伯と祝英台（唐）張読 宣室志（（清）梁章鉅 浪跡續談巻六所引）



東晋の丞相・謝安は皇帝に上奏して、この墓を義婦塚と名づけた。

梁山伯と祝英台（唐）張読 宣室志（（清）梁章鉅 浪跡續談巻六所引）



映画「梁祝」(1994年、音楽はバイオリン協奏曲「梁祝」より)



北
方
民
族
の
女
性
英
雄
叙
事
詩
＝
木
蘭
詩

樂
府
詩
集
卷
二
十
五
所
収

【
解
説
】

南
朝
の
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」
と
同
じ

く
、
北
朝
に
も
男
装
し
た
少
女
を
主
人
公

と
し
た
叙
事
詩
が
あ
る
。
鮮
卑
族
が
建
て

た
北
魏
時
代
の
民
謡
・
木
蘭
詩
で
あ
る
。

南
朝
の
礼
教
世
界
と
は
対
照
的
に
、
女

性
の
社
会
的
地
位
が
高
か
っ
た
北
朝
で
は
、

父
に
代
わ
っ
て
戦
場
に
行
っ
た
少
女
の
活

躍
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
、
後
世
の
俗
文

学
の
女
性
像
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

劉凌滄「木蘭従軍」図



資料映像：ディズニー映画「ムーラン」より



中国の文化Ⅸ 第８回

魏晋南北朝時代(下)

東アジアの世界宗教となった仏教



四
世
紀
以
降
、
世
界
は
新
た
な
民
族
抗

争
の
時
代
を
迎
え
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族
が

西
ロ
ー
マ
帝
国
を
滅
ぼ
し
、
フ
ラ
ン
ク
王

国
を
中
心
と
す
る
諸
王
国
を
建
国
す
る
。

中
国
で
は
鮮
卑
族
な
ど
の
周
辺
民
族
が
、

中
原
の
漢
民
族
支
配
層
を
江
南
へ
と
駆
逐

し
、
北
朝
の
諸
王
朝
を
建
国
す
る
。

新
た
な
支
配
者
と
な
っ
た
彼
ら
は
、
言

語
も
習
俗
も
異
な
る
諸
民
族
を
統
合
す
る

た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
キ
リ
ス
ト
教
、

東
ア
ジ
ア
で
は
仏
教
を
新
た
な
世
界
宗
教

と
し
て
普
及
さ
せ
て
い
っ
た
。



東
ア
ジ
ア
の
世
界
宗
教
と
な
っ
た
仏
教

ヘ
ブ
ラ
イ
語
や
ギ
リ
シ
ア
語
で
書
か
れ

た
聖
書
の
原
典
が
ロ
ー
マ
の
ヒ
エ
ロ
ニ
ム

ス
に
よ
っ
て
ラ
テ
ン
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い

た
こ
ろ
、
中
国
で
は
西
域
僧
の
鳩
摩
羅
什

(

ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
、
三
四
四
～
四
一
三)

が
北
朝
の
後
秦
の
都
・
長
安
に
招
か
れ
、

仏
教
経
典
の
翻
訳
に
当
た
っ
て
い
た
。

当
時
の
仏
教
は
単
な
る
宗
教
で
は
な
く
、

政
治
・
軍
事
・
医
学
・
科
学
な
ど
を
含
む

総
合
文
化
で
あ
っ
た
。

中
原
の
漢
民
族
支
配
層
を
江
南
へ
駆
逐

し
、
北
朝
の
諸
王
朝
を
建
国
し
た
異
民
族

は
、
漢
民
族
の
高
度
な
文
明
に
対
抗
す
る

た
め
、
西
域
僧
を
顧
問
に
招
き
、
仏
教
の

力
で
諸
民
族
を
支
配
し
よ
う
と
し
た
。

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
書
か
れ
た
仏
教

経
典
が
、
東
ア
ジ
ア
の
共
通
語
で
あ
る
漢

語
に
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
仏
教
は

東
ア
ジ
ア
の
世
界
宗
教
へ
と
発
展
し
て

い
っ
た
。



心
の
救
済
と
し
て
の
宗
教

中
華
文
明
の
精
神
的
支
え
と
な
っ
て
い

た
儒
教
は
、
秩
序
あ
る
平
和
な
世
界
を
築

く
た
め
、
人
々
に
正
し
く
生
き
る
こ
と
を

説
い
た
。

し
か
し
、
正
し
く
生
き
た
人
間
が
、
必

ず
し
も
幸
福
に
な
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

善
人
に
も
悪
人
に
も
死
は
等
し
く
訪
れ
る
。

死
後
、
人
は
ど
う
な
る
の
か
。
宗
教
で
は

な
い
儒
教
は
、
そ
の
疑
問
に
答
え
ら
れ
な

か
っ
た
。

後
漢
末
か
ら
魏
晋
南
北
朝
時
代
へ
と
続

く
戦
乱
の
中
で
、
人
々
は
宗
教
で
あ
る
仏

教
に
心
の
救
済
を
求
め
た
。



極楽地獄図（室町末～江戸初期、奈良県天理市長岳寺所蔵）



浄玻璃鏡に映し出される生前の悪行



中国の文化Ⅸ 第９回

隋唐時代

敦煌文書の世界



仏
教
の
隆
盛
と
敦
煌
文
書
の
世
界

仏
教
が
黄
金
時
代
を
迎
え
た
隋
唐
時
代
、

中
国
の
寺
院
で
は
、
仏
の
教
え
を
わ
か
り

や
す
く
人
々
に
伝
え
る
た
め
、
「
変
文
」

と
い
う
絵
解
き
講
釈
が
行
わ
れ
て
い
た
。

「
変
文
」
は
や
が
て
民
間
で
も
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
王
昭
君
の
物
語
を
語
る
女

性
芸
人
が
い
た
こ
と
が
、
唐
代
の
詩
か
ら

知
ら
れ
て
い
た
。

一
九
世
紀
の
末
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
仏

教
石
窟
か
ら
、
四
～
十
一
世
紀
ま
で
の
数

万
点
の
古
文
書
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
中
か

ら
王
昭
君
の
変
文
の
台
本
が
発
見
さ
れ
た
。



清朝

敦煌石窟で大量の古文書が発見される(1900年)



敦煌莫高窟第17窟(ＮＨＫスペシャル「敦煌」(後編)より)



説 唱唱

変
文
の
形
式

〔
解
説
〕

王
昭
君
変
文
は
、
説(

散
文)

と
唱(

韻
文)

を
交
互
に
織
り
交
ぜ
て
上
演
さ
れ
て
い
た
。

唱
の
部
分
の
冒
頭
に
は
「
～
処
、
若
為

陳
説(

～
の
場
面
、
い
か
な
る
内
容
か
と
い

い
ま
す
と)

」
と
あ
り
、
絵
巻
物
を
見
せ
な

が
ら
歌
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
う
し
た
形
式
は
、
の
ち
に
登
場
す
る

「
全
相
平
話
」―

―

全
頁
に
挿
絵
を
入
れ

た
口
語
の
読
み
物―

―

の
誕
生
に
影
響
を

与
え
た
。



道
成
寺
の
絵
解
き
講
釈

〔
解
説
〕

和
歌
山
県
の
道
成
寺
に
は
、
室
町
時
代

に
描
か
れ
た
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』(

二

巻)

と
い
う
絵
巻
物
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

若
く
美
し
い
僧
に
思
い
を
寄
せ
、
裏
切

ら
れ
た
女
性
が
、
そ
の
情
欲
と
怨
念
か
ら
、

恐
ろ
し
い
蛇
身
に
姿
を
変
え
、
僧
を
追
い

か
け
焼
き
殺
す
と
い
う
物
語
で
あ
る
。

道
成
寺
で
は
い
ま
も
こ
の
絵
巻
物
を

使
っ
た
絵
解
き
講
釈
が
行
わ
れ
て
い
る
。

道成寺縁起絵巻(和歌山県道成寺蔵)



和歌山県道成寺の絵解き説法



金剛般若波羅蜜経(868年刊 大英図書館所蔵)

中国の文化Ⅸ 第11回

五代十国時代

書籍出版のはじまりと詞の隆盛
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清 1616-1912

中華民国 1912-1949

中華人民共和国 1949-

唐代
(618-907)
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中華人民共和国 1949-

五代十国時代
(907-960)



出
版
の
は
じ
ま
り
と
詞
の
隆
盛

唐
末
か
ら
五
代
十
国
時
代
に
か
け
て
、

中
国
は
武
人
支
配
の
時
代
を
迎
え
た
。

武
人
の
台
頭
に
よ
り
門
閥
貴
族
が
没
落

す
る
と
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
新
た
な
政
治

の
担
い
手
と
な
っ
た
の
が
、
科
挙
出
身
の

文
人
官
僚
た
ち
で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
、
科
挙
を
通
じ
て
身
分
や
家
柄

に
関
係
な
い
平
等
な
社
会
を
築
く
た
め
、

唐
末
に
民
間
で
発
達
し
た
印
刷
技
術
を

使
っ
て
知
識
の
普
及
に
努
め
た
。
書
籍
出

版
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

身
分
制
度
な
き
柔
構
造
の
封
建
社
会
の

誕
生
と
と
も
に
、
文
学
の
世
界
で
も
格
式

ば
っ
た
詩
に
代
わ
り
、
庶
民
の
間
に
生
ま

れ
た
詞
が
人
々
の
心
を
と
ら
え
た
。
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五代十国時代─武人の台頭により門閥貴族が没落

宋代以降─文人官僚に支えられた皇帝の
独裁体制が確立

「唐宋変革期」

唐代以前─門閥貴族が政治の実権を握る



貴
族
文
化
か
ら
庶
民
文
化
へ

唐
末
か
ら
五
代
十
国
時
代
に
か
け
て
の

武
人
支
配
の
中
で
、
中
国
の
文
化
は
大
き

な
転
機
を
迎
え
る
。
没
落
し
た
貴
族
に
か

わ
り
、
庶
民
が
新
た
な
文
化
の
担
い
手
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

文
学
の
世
界
で
は
、
従
来
の
格
式
ば
っ

た
詩
に
代
わ
り
、
庶
民
の
間
に
生
ま
れ
た

詞
と
呼
ば
れ
る
俗
謡
が
流
行
し
た
。

父
・
李
璟(

り
け
い)

と
と
も
に
南
唐
二
主

と
呼
ば
れ
た
李
煜
は
、
そ
の
悲
劇
的
な
生

涯
を
通
じ
て
、
詞
を
新
た
な
る
芸
術
へ
と

昇
華
さ
せ
て
い
っ
た
。



詞
と
は

詞
は
、
わ
が
国
の
都
都
逸
に
似
た
通
俗

歌
謡
で
、
既
存
の
曲
に
歌
詞
を
つ
け
る
と

こ
ろ
か
ら
填
詞
ま
た
は
曲
子
詞
と
呼
ば
れ
、

ま
た
一
句
の
長
さ
が
不
揃
い
に
な
る
と
こ

ろ
か
ら
長
短
句
と
も
呼
ば
れ
た
。

格
式
ば
っ
た
詩
と
は
異
な
り
、
感
情
を

よ
り
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
現
で
き
る
と
こ
ろ

に
特
徴
が
あ
る
。

李
煜
の
詞
も
、
当
初
は
男
女
の
色
恋
を

歌
っ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。



和
歌(

五
・
七
・
五
・
七
・
七)

白
鳥
は

か
な
し
か
ら
ず
や

空
の
青

海
の
あ
を
に
も

染
ま
ず
た
だ
よ
ふ

若
山
牧
水
『
海
の
聲
』
よ
り



都
々
逸
（
七
・
七
・
七
・
五
）

恋
に
焦
が
れ
て

鳴
く
蝉
よ
り
も

鳴
か
ぬ
蛍
が

身
を
焦
が
す

江
戸
中
期
の
民
謡
集

『
山
家
鳥
虫
歌
』
よ
り



都
々
逸
（
七
・
七
・
七
・
五
）

打
ち
明
け
話
が

ぽ
つ
り
と
止
ん
で

あ
と
を
引
き
取
る

雨
の
音



資料映像：ＮＨＫスペシャル「故宮」より



李
煜
と
虞
美
人
の
詞

李
煜
の
詞
は
、
そ
の
後
、
彼
を
襲
っ
た

苛
酷
な
運
命
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
っ
て

い
っ
た
。

九
七
五
年
、
李
煜
が
三
八
歳
の
時
、
南

唐
は
北
宋
の
攻
撃
を
受
け
、
滅
亡
し
た
。

俘
虜
と
し
て
北
宋
の
都
・
汴
京
（
開
封
）

に
送
ら
れ
た
李
煜
は
、
遥
か
東
に
あ
る
故

国
を
思
い
、
一
闋(

け
つ)

の
詞
を
作
っ
た
。

虞
美
人
の
詞
で
あ
る
。



資料映像：ＮＨＫスペシャル「故宮」より



中国の文化Ⅸ 第12回

北宋時代(上)

科挙制度と“負心”文学の誕生



科
挙
制
度
と
「
負
心
」
文
学
の
誕
生

唐
宋
変
革
期
を
経
て
、
中
国
社
会
は
貴

族
の
時
代
か
ら
庶
民
の
時
代
へ
と
姿
を
変

え
て
い
く
。

科
挙
は
、
身
分
や
家
柄
に
関
係
な
く
、

誰
も
が
官
吏
と
な
っ
て
政
治
に
参
画
し
、

富
と
栄
誉
を
得
る
機
会
を
保
障
し
た
。
そ

の
結
果
、
中
国
で
は
社
会
階
層
の
流
動
性

が
高
ま
り
、
教
育
が
普
及
し
て
い
っ
た
。

文
学
の
主
体
も
貴
族
か
ら
庶
民
へ
と
移

る
。
韻
文
で
の
詞
の
隆
盛
と
と
も
に
、
宋

代
に
は
本
格
的
な
演
劇
が
登
場
す
る
。
し

か
し
そ
の
草
創
期
の
題
材
と
な
っ
た
の
は
、

科
挙
に
合
格
し
た
男
た
ち
の
裏
切
り
を
描

い
た
「
負
心
」
物
語
で
あ
っ
た
。



科
挙
制
度

〔
解
説
〕

北
方
の
遊
牧
民
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
北
朝

か
ら
興
っ
た
隋
王
朝
は
、
南
朝
の
漢
族
社

会
に
根
を
張
る
門
閥
貴
族
の
影
響
力
を
排

除
す
る
た
め
、
五
八
二
年
、
門
閥
貴
族
に

有
利
な
「
九
品
官
人
法
」(

三
国
時
代
の
魏

に
始
ま
る
官
吏
登
用
法)

を
廃
止
し
た
。

そ
し
て
五
八
七
年
、
こ
れ
に
代
わ
る
官

吏
登
用
法
と
し
て
、
民
族
や
身
分
、
家
柄

に
関
係
な
い
実
力
本
位
の
試
験
制
度
で
あ

る
「
科
挙
」
を
始
め
た
。

隋
・
唐
代
に
は
、
門
閥
貴
族
と
科
挙
出

身
者
の
勢
力
は
拮
抗
し
て
い
た
が
、
五
代

十
国
時
代
の
武
人
支
配
に
よ
っ
て
門
閥
貴

族
が
没
落
す
る
と
、
科
挙
出
身
者
が
官
職

を
独
占
し
、
政
治
の
実
権
を
握
る
よ
う
に

な
っ
た
。



莆仙戯「王魁与桂英」

科
挙
制
度(

清
代)

〔
解
説
〕

科
挙
制
度
が
始
ま
っ
た
隋
代
に
は
、
地

方
で
の
郷
試
と
都
で
の
会
試
が
行
わ
れ
て

い
た
が
、
宋
代
に
な
る
と
、
皇
帝
が
直
接

試
験
を
行
う
殿
試
が
加
わ
り
、
合
格
者
は

皇
帝
へ
の
忠
誠
心
の
高
い
中
央
官
僚
と

な
っ
た
。

明
代
に
な
る
と
、
科
挙
の
受
験
資
格
を

得
る
た
め
の
予
備
試
験
（
童
試
・
学
校

試
）
が
加
わ
り
、
受
験
者
は
三
段
階
の
予

備
試
験
に
合
格
し
た
後
、
郷
試
、
会
試
、

殿
試
の
三
段
階
の
本
試
験
（
科
挙
試
）
を

受
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。



莆仙戯「王魁与桂英」



莆仙戯「王魁与桂英」

演
劇
の
誕
生
と
負
心
文
学

〔
解
説
〕

十
二
世
紀
の
末
、
中
国
の
江
南
で
南
戯

と
呼
ば
れ
る
本
格
的
な
演
劇
が
誕
生
し
た
。

明
の
徐
渭
の
『
南
詞
叙
録
』
に
よ
れ
ば
、

こ
の
草
創
期
の
演
劇
で
は
、
科
挙
に
よ
っ

て
富
と
地
位
を
得
た
男
が
、
不
遇
な
時
代

を
支
え
て
く
れ
た
女
性
を
裏
切
る
と
い
う

「
負
心
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
が
上
演

さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

科
挙
の
受
験
資
格
は
男
性
だ
け
に
限
ら

れ
て
い
た
た
め
、
男
女
の
格
差
が
広
が
っ

た
た
め
で
あ
る
。



中国の文化Ⅸ 第13回

北宋時代(下)

三国志の誕生



俗
文
学
＝
庶
民
文
学
の
時
代
へ

日
本
で
藤
原
氏
一
門
が
権
勢
を
極
め
て

い
た
平
安
時
代
、
中
国
で
は
武
人
の
台
頭

に
よ
っ
て
貴
族
の
時
代
は
終
わ
り
、
庶
民

の
時
代
が
始
ま
っ
て
い
た(
唐
宋
変
革
期)

。

文
学
の
主
体
も
貴
族
か
ら
庶
民
に
代
わ

り
、
詞
の
隆
盛
や
本
格
的
な
演
劇
の
誕
生

と
と
も
に
、
史
書
を
素
材
と
す
る
「
説
古

話
」
と
呼
ば
れ
る
歴
史
講
釈
が
人
気
を
博

し
て
い
た
。

「
説
古
話
」
は
、
出
版
業
の
発
展
と
あ
い

ま
っ
て
、
仏
教
の
絵
解
き
講
釈
を
模
し
た
、

挿
絵
入
り
の
通
俗
読
み
物
と
し
て
出
版
さ

れ
た
。
そ
の
一
つ
が
元
代
に
刊
行
さ
れ
た

『
全
相
平
話
三
国
志
』
で
あ
る
。



全
相
平
話
三
国
志

〔
解
説
〕

元
の
至
治
年
間(

一
三
二
一
～
三)

に
建
安

(

現
在
の
福
建
省
建
甌)

で
刊
行
さ
れ
た
歴
史

白
話
小
説
の
一
。

北
宋
の
都
・
開
封
で
語
ら
れ
て
い
た

「
説
三
分
」
な
ど
、
初
期
の
三
国
志
物
語

の
姿
を
い
ま
に
伝
え
る
貴
重
な
資
料
。



全
相
平
話
三
国
志

〔
解
説
〕

『
全
相
平
話
三
国
志
』
の
「
全
相
」
と

は
、
す
べ
て
の
頁
に
挿
絵
が
あ
る
こ
と
を

指
す
。

唐
代
、
仏
教
の
教
え
を
わ
か
り
や
す
く

伝
え
る
た
め
に
行
わ
れ
た
絵
解
き
講
釈

「
変
文
」
を
模
し
た
も
の
で
、
内
容
的
に

も
因
果
応
報
や
輪
廻
転
生
と
い
っ
た
仏
教

思
想
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。
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西晋の陳寿、正史の三国志を著す

劉宋の裴松之、正史三国志に注をつける

元で全相平話三国志が出版される

宋で三国志講釈の説三分が語られる

絵解き講釈
書籍出版

仏教の因果応報・輪廻転生思想

正史から小説へ



俗
文
学
＝
庶
民
文
学
の
時
代
へ

モ
ン
ゴ
ル
民
族
が
建
て
た
元
の
支
配
を

脱
し
、
漢
民
族
王
朝
が
復
興
し
た
明
代
に

な
る
と
、
外
来
の
宗
教
で
あ
る
仏
教
の
影

響
は
排
除
さ
れ
、
民
族
の
伝
統
思
想
で
あ

る
儒
教
思
想
を
も
と
に
新
た
な
三
国
志
物

語
が
編
ま
れ
た
。
こ
れ
が
『
三
国
志
演

義
』
で
あ
る
。
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殷 1600BC頃-1046BC

周 1046BC-771BC

春秋戦国時代 770BC-221BC

秦 221BC-207BC

漢 206BC-220AD

魏 220-265 蜀 221-263 呉 222-280

晋 265-316

五胡十六国時代 東晋 317-420

北朝 439-589 南朝 420-589

隋 581-619

唐 618-907

五代十国 907-960

遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279
元 1271-1368

明 1368-1644

清 1616-1912

中華民国 1912-1949

中華人民共和国 1949-

西晋の陳寿、正史の三国志を著す

劉宋の裴松之、正史三国志に注をつける

元で全相平話三国志が出版される

宋で三国志講釈の説三分が語られる

絵解き講釈
書籍出版

仏教の因果応報・輪廻転生思想

仏教思想を排除し、儒教思想による再構成

明の羅貫中が三国志演義を著す

仏教思想から儒教思想へ



ま
と
め

中
国
は
、
漢
字
を
発
明
し
、
そ
れ
を
三

六
〇
〇
年
に
わ
た
っ
て
使
い
続
け
る
こ
と

で
、
独
自
の
文
明
を
築
き
上
げ
て
き
た
。

春
秋
戦
国
時
代
の
戦
乱
の
中
、
秩
序
あ

る
社
会
の
復
興
を
求
め
て
誕
生
し
た
儒
教

は
、
民
族
の
精
神
的
支
柱
と
な
っ
た
。

一
方
、
四
世
紀
初
め
か
ら
六
世
紀
末
ま

で
続
い
た
南
北
朝
時
代
に
は
、
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
の
仏
教
経
典
が
漢
語
に
翻
訳
さ

れ
、
隋
唐
時
代
に
は
仏
教
が
東
ア
ジ
ア
の

世
界
宗
教
と
な
っ
た
。

五
代
十
国
時
代
に
は
、
門
閥
貴
族
に
代

わ
っ
て
政
治
の
担
い
手
と
な
っ
た
科
挙
出

身
の
文
人
官
僚
た
ち
に
よ
っ
て
書
籍
の
出

版
が
推
進
さ
れ
た
。

宋
代
に
は
、
身
分
制
度
な
き
柔
構
造
の

封
建
社
会
と
呼
ば
れ
る
社
会
体
制
が
確
立

し
、
文
芸
の
主
体
も
庶
民
へ
移
り
、
演
劇
、

白
話
小
説
な
ど
の
俗
文
学
が
誕
生
し
た
。


